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1.は じめに

本稿は、社会科概念探求学習論の立場から構成し、実践した中学校社会科地理的分野の授業「ア
メリカのイラク攻撃」(鳥取県人頭郡河原町立河原中学校大石隆弘教諭指導、1998年 9月 )を踏まえ
て実験授業後に作成した第一次教授書試案「外交戦略」の報告と、世界情勢の今日的状況を踏まえ
て改善し、作成した第二次教授書試案の報告である。

2.第一次教授書試案における教材解釈

すでに報告したように大石実践における教材解釈は、アジア経済研究所の酒井啓子氏の論文「イ
ラクはいま」(歴史教育者協議会「歴史地理教育』No.580、 1998年 7月 号所収)や、酒井啓子氏編

『イラク・フセイン体制の現状―経済制裁部分解除開始から一年一』アジア経済研究所、1998年 1月

29日発行)に依拠したものであった。要約すれば、イラク政府は1995年 3月 以降、イラク油田開発
に際してはプロダクション・シェアリング契約 (PSC)方式を採用し、政治的に石油輸出国の選別
を行おうとし始め、経済成長著しい中国は近い将来においてイラク原油を安定的に確保したいがた

めに「アメリカのイラク攻撃」に強く反対した、というものであった。健1)

実際の授業では、別稿で指摘したように多面的見方の育成が中心になり、「外交戦略」や「国益」
に関する一般的な知識理解、フランスやロシアの外交戦略についての個別的な知識理解、さらには
アメリカの外交戦略や石油戦略についての個別的な知識理解、日本の外交戦略や石油戦略について
の個別的な知識理解等々に関しては不十分であった。健2)その反省を踏まえて作成したものが第一

次教授書試案である。

「外交戦略」に関する知識の構造は小山が作成し、教授学習過程は大石氏が作成した。まずは、
知識の構造図に基づいて第一次教授書試案における教材解釈を説明しよう。は3)

・ 教育地域科学部教科教育講座



「外交戦略 (外交政策)」 の構造図 (第一次教授書試案)

構 成 概 念 一 般 化 事 実 的 知 識
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L3世界の大国は、他国の外交、軍事行
動に対 して、自国の世界安全保障戦
略を対置して対応する。とりわけ、
国連安保理での採決において顕著に
見られる。
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・1997年 10月 のアメリカによるイラク攻撃提案

震労τ把鉾牽占徹毒巣島絶塔名房名只見
を確録する必要があり、1996年 10月 、
イラタとの間に油田開発契約を結んだ。油
田開発に早くとりかかるためにも、イラク
ヘの経済制裁が早く解除されるよう国連
で働きかけるなどイラクにとつて有利な態

。名島鋲 需 脇 純 ょるイラタ攻撃提案
は、武器輸出代金を回収するうえで好ま

・
セ1畜も蛍訴母指塾を電格I海多鶴
しくないのでフラみは反姑した。

・
ピ4.蓄蹄絡騒競綿錨
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]B要号身毒将尾員鬼塾箋安著蒜百蛋訴
随して対イラク制裁解除に否定的な態度を
とつているとみなしたイキリスや 日本には
圧力をかけている。

・ 1997年 10月 のアメ,力 によるイラク攻撃提案
に対して、国連安保理でイキリスが決議案
を提出し、安保理の存在意義を示そう
とした。

・イラクはクウェートが自国の領上であると主張し

.秀扇騨崩易をヽと置要む箇進安保理決
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タ攻撃
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知識の構造図は、「構成概念」「一般化」「事実的知識」の三項目から成る。

「構成概念」は「外交戦略 (外交政策)」 であり、軍事的解決も含んでいる。通常、政治学概念と

しては「外交政策」が多用されているが、「世界戦略」「地域戦略」との整合性から「外交戦略」と

した。また、外交とはあくまでも平和的解決を求める場合を指すが、しばしば軍事的解決 (武力行
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使)が図られるのが現実である。催4)軍事的解決は国連憲章第42条、51条が定める通り、極めて限

定された条件下でのみ認められている。この条件を無視ないし違えて行使する場合はもはや外交と

は言えない。それは「外交断絶」の次の段階に相当するものである。構造図ではそれを「外交断絶

下の一方的でむき出しの世界戦略、地域戦略」と捉えている。例えば、湾岸戦争におけるイラクに

よるクウェート侵攻はイラクの一方的でむき出しの地域戦略例であり、他方、多国籍軍 (国連軍)の

軍事行動は国連憲章第42条、第51条に基づく国連安保理決議によるものであり「外交断絶下の一

方的でむき出しの世界戦略、地域戦略」には該当しない。は5)

「一般化」はLl～ Mを用意した。Llと Mはいわゆる大国の世界 (安全保障)戦略としての外交

戦略、地域戦略、および中小国の地域 (安全保障)戦略としての外交戦略に関する概念的知識であ

る。L2は中小国の対大国外交戦略、対大国地域戦略に関する概念的知識である。出 は大国間での外

交戦略に関する概念的知識である。

「事実的知識」は個別的記述的知識であり、数多く存在する社会的事象・出来事から代表的、典

型的なものを選んである。第一次教授書試案の場合は主に1997年から1998年までの主要な事例を

取り上げてある。

3.第 一次教授書試案

<第一次教授書試案>

単元名    外交戦略
単元の目標  外交戦略の実態にせまる
単
藝欠算

成  守芽安ヶ含科斗豊夕裟墨」
計3時間)

展開都   「中国の強い反対」の真相を石油事情からみる

到窪管理   
イラクの石油戦略とロシアの対イラク武器輸出から考える

概念的知識   :外 交戦略はその国の国益を守るためのものである。
説明的スケンチ :①中国は石油輸入の確保を目的としたので、アメリカのイラク攻撃に反対 した。

②イラクは国連による制裁が完全に解除されるように働きかけてもらうために、
中国と優先的に油口開発契約を結んだ。

③ロシアは対イラク武器輸出の代金回収のため、アメリカのイラク攻撃に反対

単元の構成      
した°

一
一
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1、 これは何の写真。
そ うですね。長野オリンピックでは、

原日選手のジャンプなど、はらはらどき
どきしながら見ましたね。この時期、競

誓患?島集峯黎軽鼻窪凝雪織 キ蛮と宅ヂ
さて、何でしょう。

・開会式での、サラマンチ国際オリン
ピンク委員会会長の記者会見と出来

蒸髭甲姦&奪習引言
をヒントにして

2、 そうです。アメツカによる「イラク

鷲tF岳なi、孫今寺R長営:宅,ヨ
ここる

地図でイラクの位置を確かめよう。

・長野オリンピンクの写真だ。

.銀軍系2ちたのでは。
・テロ事件があつたのでは。

・戦争が起こりそうな状態だったので
1ま。

・アメリカとイラクの戦争では。
・アメリカがイラクを攻める。
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生徒から引き出したい知識
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1昌長E督振S3E宣換缶セ再2≦
しますか。

・では、貿易や代表者の言動に注意し

弔雷否第多チお高彪患2ぁょぅなつ
ながりがありますか。

・
預退係露答お争ぢ蕉塁爵蒸勢れ霞翌
いだろうか。

。まず原油産地を見てみましょう。

・地図帳を見て予想できることは。

:E締爛 測 串 9レンスと
ロシアは途中から賛成に。)

i登隈曽書尋岳蒙執こしょぅ。

・アメリカがきらい。

i憲ことそ::輿,;惑身簿ヽ|きち、ら。

・よくわからなかつた。

i馨鐵雛凄Fζ吾ほね。

慕異者の言動。

:ギ宙産も稲信累缶蒼Fが
多い。

・イラクに油日がある。
・イラクでは石油がたくさん採れるので

,ヨに。
・ペルシャ湾岸は油田地帯だ。
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1～ 2月

1997年 6～ 10月

:串目|ま芽多多ふ香碧祐憲繕貞と皇丁を
している。

・イラクの副首相が北京を訪問してい
る。

・中国の企業がイラク南部で、油日の

.撃葎広姦9齊部塞打
んでいる。

:デラ冴革摯占み培福塑建蟹無息身軌ば
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・石油が不足しているのではない力、

i毒5三I索彗岳貫e蕉二ぞこ二甘二
°

Vヽ。

榊翔碗　なぜ、撃Ｊ‐こ報
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・契約を結んだばかりだつたから。
・平和だけでなく、石油のこともあつた。
・石油輸入の確保を目的にイラク攻撃に
反姑した。

::昌
怪母書

泳晃墨浮然Bξあてくれる

。イラクの味方になってもらえると考え
た。

・国連の制裁。

・国連の話し合いで解除を決まればよ
ヤヽ。



216 小山直樹 :社会科続念探求学習の発展 (4)

・

詈書与量Bξ侵糸暴尋脅霞幸奈ぎ忌
のような国が理事国になつているの
でしよう。
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。なぜ、イラクは中国と優先的に契約
したのでしょう。
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・社会科の学習つて、ただ覚えることか
と思つていたけど違 うようだ。

<資料>
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'ジア・エネルギービジョン :資源エネルギー庁より

§ Eョ§a宿骨昇:3言33,9絲 蛾 裁部分解除開始から一年』 (ア ジア経済研究所、

。この意見は中国ではなくて、ロシアの

.仔晉馨裏熟祐麗孝t零派柁魚むぅか調
べてみる必要がある。

・もしそうならば、代金は回収できてい

。
3農勢詈ぞヨ甕長争憂奪を負稼宅訳宮
のは共通しているな。

・
是なよモぎ熟尋をお1ぢ傘悪溢讐?冒
たのか調べてみなければ。
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実験授業の学習指導案と第一次教授書試案との違いは、到達目標の表現で「概念的知識」と「説

明的スケッチ」を区別し明示 した点と、終結部は源社会科学研究科型学習指導案を意識 して酒井啓

子氏の研究紹介で締めくくった点に有る。多面的見方の育成をめざした「視点の転換」は展開 3に

活かした。(注 6)

4.第 一次教授書試案の検討と課題

先述したように第一次教授書試案は実験授業の実施直後に作成したものである。当然ながら1998

年以降のイラク問題に関する事象・出来事には触れていない。端的に言えば第一次教授書試案は未
だ「アメリカのイラク攻撃提案と中国の反対理由」の探求を主要な内容としている。「外交戦略」の

探求を主要な内容とする試案への途次に位置する試案である。「中国の反対」に軸足を置きながら、

多少、「外交戦略」へと踏み込んだ試案であった。その意味で、単発的に中国・イラク間の外交戦略
を探求する試案に留まるのではなく、各国の「外交戦略」をより総合的かつ多面的に探求する試案
の作成こそが求められよう。第二次教授書試案の作成が求められる所以である。

5.新たな教材解釈

第一次教授書試案は中学校社会科地理的分野用の試案であったが、第二次教授書試案は公民的分

野での実施を予定している。地理的分野では第一次教授書試案中心の学習を行い、公民的分野では

4時間扱いの「外交戦略」学習を行うという二段階の学冒を構想していることを最初に述べておこ

う。

さて、実験授業および第一次教授書試案で採用した中国の対イラク外交戦略に関する教材解釈の

基本的な部分は、2002年 9月 現在でも変更は無いが、フランス・ロシア・アメリカの対イラク外交

戦略や、ロシア・アメリカ間の外交戦略に関しては新たな展開が認められる。は7)

周知の通リブッシュ政権はイラク・イラン・朝鮮民主主義人民共和国の三ヶ国を「悪の枢軸」国
と名指しで批判し、イラクヘの武力攻撃を再び唱え始めている。一見すると1997年～1998年の状
況と変わらないようにも見える。しかし、前回と決定的に異なるのはアメリカの世界戦略に、具体

的にはイラク攻撃の意図や石油戦略、中東戦略に大きな変化の兆しが見え始めている点である。詳
細は後述するが、ロシアの油田を巡リアメリカはロシアに急接近し始めている。サウジアラビアか

らの原油輸入をトップにして中東諸国からの石油輸入比率が高いアメリカは、ロシアからの石油輸
入比率を高めることで中東依存から抜け出そうとしている。アメリカはパレスチナ問題で中東アラ

ブ諸国の同意を取り付けて、早急にイラク攻撃を実行したいようである。しかしながら、フランス

やロシアの思惑はアメリカにとって必ずしも都合の良いものではない。この点についてはNHK「対
決への道―対イラク包囲戦略の行方―」(EIV2002、 02年 7月 30日 放映)が克明に報じている。そ
こで、上記の番組ナレーションや登場人物の発言を引用、再構成し、さらにはマスコミ報道等も加
味して新たな教材解釈として詳しく紹介しよう。

まずアメリカ・ロシア・イラクの三ヶ国関係から見ていこう。

世界最大のエネルギー消費国であるアメリカは世界最大の産油国であるサウジアラビアを中心と
した中東産油国からの石油輸入に依存してきた。このことはアメリカの中東戦略のアキレス腱をも
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意味する。サウジアラビアのアブ ドラ皇太子はアメリカがパレスチナ問題で相変わらずイスラエル

寄りの姿勢を続けるならば原油の安定供給の保証は出来ないと、`oit weapon'発言をしている。さ

らに、2002年 8月 7日 にはアメリカが次のイラク攻撃に際してサウジアラビア国内の基地を使用す

ることを断った。アメリカはカタールに代替基地を求め、早くもウデイド空軍基地の拡張工事や軍

需品、通信設備の移送を開始した。さらには、アメリカは8月 12日 からヨルダン軍との合同軍事演

習に入った。イラク攻撃とは関係ないとは言うものの、米メディアはヨルダンを攻撃基地にすると

の見方を伝えている。このような動きの背景には次のようなアメリカとロシアの急接近があった。遡

ること3ケ月、2002年 5月 20日 、コンドリーザ・ライスアメリカ大統領補佐官 (国家安全保障担当)

は記者会見において、アメリカの利害は石油の中東支配に挑むロシアの利害と一致するはずである

し、さらに一歩進んでエネルギー協調をテコにイラクとの対決にもロシアの協力を引き出したい旨

のライス戦略を述べた。同じ日、ライス氏の意を受けたアーミテージ国務副長官はカスピ海沿岸の

アゼルバイジャンのビジネス・ リーダーたちの会合に出席した。

石油の宝庫カスピ海では今、ロシアをはじめとする沿岸国が巨大油田開発を競っている。アゼル

バイジャンはカスピ海と西側市場を結ぶエネルギー回廊に位置する。そこでアーミテージ氏はロシ

アから石油を安く西側市場に運ぶためのパイプラインの整備を急ぐべきであると訴えたのである。考

えてみれば、ブッシュ大統領はテキサス州で自ら石油会社の経営を手がけたし、ライス氏は世界 4

位の石油メジャー・シェブロン社の役員から大統領補佐官に起用された人物である。

ブッシュ政権は石油関連企業の出身者が顔を揃える政権とも言える。彼らがロシアの石油開発に

協力することで中東依存、とりわけサウジアラビア依存から脱却しようと考えているのは至極当然

とも言えよう。そして、ロシアが世界最大の石油産油国に浮上する可能性が確かに生まれつつある

のである。アメリカのロシア急接近にはエネルギー戦略はもとより、プーチン政権を対イラク包囲

網に取り込む外交カードにもなり得るとのしたたかな計算が見え隠れする。

この戦略は米同時多発テロ後に現実のものとなった。シベリア産の原油20万 トンを満載した巨大

タンカーがブッシュ大統領の地元、アメリカ石油産業の心臓部でもあるテキサスの港に姿を見せた

のである。ロシアがアメリカヘの原油の直接輸出に本格的に踏み切った瞬間であった。ロシア石油

企業ユコスのボドルコフスキー社長は、アメリカは安い原油からより安全な原油を求めるようになっ

た、と言 う。

このような事態に対して神経をとがらせているイラクはアバス・ハラス新駐口大使に `ロ シアと

アメリカの間にくさびを打て' との密命を授け、ハラス氏は2002年 7月 にモスクワに赴任 した。

ハラス氏は7月 18日 、ロシアの政財界の要人を招いてパーティーを開き、イラク関係の重要性を

懸命に訴えたЬサダム・フセイン大統領は、イラクに対して約80億 ドルの債権を持つロシアが国連

に経済制裁の撤廃を働きかける役割を期待 してきたのであるが、今後も石油利権をロシアに引き続

き優先的に割り当てることで対ロシアエ作を強めようとしているのである。またイラク国内および

周辺国に対 しては、湾岸戦争の際と同様にパレスチナ問題を意識的に絡め、アラブ世論を味方にし

ようとしている。これまでにエジプ ト、カタール、オマーン、シリアなどアラブ10ヶ 国と自由貿易

協定を結び、さらに友好国の輪を広げつつある。

ロシアも独自の思惑で動いている。2000年 5月 、プーチン大統領就任直後のロシアの対イラク外

交は現在とは異なるものであった。例えば2000年 7月 、プーチン大統領はイラクのアジズ副首相を

クレムリンに招き、クリントン政権のイラク空爆を厳 しく批判 し、それまでの対イラク外交を維持

する方針を示していた。しかし、2002年 1月 、モスクワを訪れたアジズ副首相にプーチン大統領は



鳥取大学教育地域科学部紀要 教育 。人文科学 第 4巻 第 2号 (2CXJ3)     219

会おうともしなかった。

さらに象徴的な出来事が起こった。2002年 3月 末、中東情勢が緊迫の度を高めた時の事である。

フセイン大統領はイスラエルの軍事行動に抗議 して30日 間の原油禁輪を表明し、原油価格は 1バ レ

ル28ドルにまで高騰 した。それを受けて、ブッシュ大統領は国内の戦略備蓄の放出を検討すると表

明。ところが、ロシアがボルゴグラー ド石油精製工場から原油を満載 した 5隻のタンカーをアメリ

カに向けて出航させたのである。ロシアはイラクの禁輸の呼びかけにもかかわらず原油価格の安定

とアメリカとの協調に動いたのである。プーチン大統領は、エネルギー分野での米口協調は世界経

済の発展にとっても重要な要素となると言う。

では、ロシアは完全に対米協調路線へと舵を切ったのかと言えばそれほど単純ではない。プーチ

ン大統領はイラク問題がつまずきの石となって進展 しつつある米口関係を損ないたくはないが、イ

ラクに有る巨大な利権も失いたくはないと考えている。ブッシュ政権のイラク包囲網をロシアが突

出して打ち破る挙には出ないが、アメリカの性急なイラク攻撃もなんとか思いとどまらせたいとい

うのがロシアの本音であろう。

一方、アメリカはまず、パレスチナ情勢を打開したい。テロ組織に味方しているとの理由でアラ

ファト議長排除という最後のカードを一度は切った。しかし、フランスのシラク大統領との会談で

もそうであったように同盟国の足並みが揃わない。プーチン大統領もアラファト議長が選挙で選ば

れた存在であることを理由に排除に反対 した。そこでアメリカは今一度、アラファト議長に事態打

開のチャンスを与え、イスラエルによる議長監禁を解かせた。これに対 してはアメリカ国内のユダ

ヤ系団体が反発し、中間選挙をひかえているアメリカ議会に反アラファト攻勢を仕掛けた。6月 19

日、バス停自爆テロが起こり、以後、報復とテロの連鎖が続く。アメリカは6月 24日 、アラファト

議長の退陣を求め、翌25日 からのカナダサミットに臨んだがG8の支持を取り付けることは出来な

かった。「パレスチナ問題の解決→イラクと対決」というアメリカが描く図式は早くも壁に当たって

いる。

アメリカ国内での議論も揺れている。7月 ～8月 にかけてイラク問題で初の公聴会を開いたアメリ

カ上院外交委員会での議論も対イラク攻撃に根拠無 しとの意見が多数を占めた。ドイツのシュレー

ダー首相 も党幹部会でイラク攻撃阻止へあらゆる手立てを採ると語っている。ヨルダンとトルコも

武力攻撃は地域の安定に大きな影響を与えると懸念を表明した。前回は最大の同盟国であったイギ

リスでも、英国教会の指導者たちがイラク攻撃に反対 している。ブレア政権に加担 しないように求
めている。8月 12日 付の英紙デイリー・テレグラフの世論調査によれば、英国参戦反対 78%、 賛成

19%であった。

そのような状況を見たフセイン大統領はアメリカとの軍事的対決に自信すらのぞかせて挑発 して

いる。イギリスに対 しては、イラクを訪間した与党・労働党のジョージ・ギャロゥェー下院議員に

フセイン大統領は大量破壊兵器の査察を受け入れるとの意向を伝え、同議員をして「イラクは和平

を望んでいる」と言わせている。ブレア首相は英米一体路線こそが英国の国際的影響力を最大限に

発揮出来る政策であるとの基本的な外交戦略を維持 しようと懸命である。他の主要国が米国との距

離を置けば置くほど英国の調整役としての役割も増すとの読みもあろう。

フランスも独自の思惑で動いている。以前からイラク経済に深く参入してきたフランスである。シ

ラク氏が首相時代にフセイン副大統領と協力関係を築いてきたことは周知の通りである。湾岸戦争
に至るまで、フランスはイラクに武器輸出も行ってきた。一昨年暮れにはシェソン元外相を団長と

したイラク訪問団がチャーター機でバクダッド入 りしている。経済制裁解除後をアピールするのが
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目的であった。また、サレハ貿易相もイラク入りしている。そのフランスも、アメリカのあらゆる

武力攻撃に反対を表明し、国連安保理決議に従って行動するよう米国に求めた。

最後に日本であるが、日本政府は今日までアメリカの武力行使提案に「理解」を示 している。

第二次世界大戦後、長い間、日本ではアメリカの世界戦略に寄り添 うことが果たして日本の安全

保障を担保することになるのかどうか、国論を三分する論争が続いた。しかし冷戦が終わり、日米

同盟を巡る論争は影を潜めてしまい、それに伴って超大国アメリカが力の行使に踏み切ろうとする

とき、果たしてそれが正当なものであるのかどうか、東アジアの重要な同盟国として十分な論議を

尽くさない空気が支配的になろうとしている。こうした日本の沈黙こそが東アジアの地に一種の力

の空白を作 り出しヽ日本の安全保障を脅かしているのではなかろうか。先のアメリカ上院公聴会で

はインドがイラクの核兵器開発に関与しているとの証言も有る。日本は今一度、アジアが中東と、そ

してヨーロッパ・アメリカと抜き差 しならない程に複雑に絡み合っている現実を直視 (視点の広域

化)し、自立的な外交戦略のあり方を国民的規模で議論すべきではなかろうか。

以上のように、第一次教授書試案の作成後のわずか数年間で、単元構成の軸を「アメリカのイラ

ク攻撃に反対する中国」から「外交戦略」そのものへと移す必要性が高まっている。同時に教授書

試案を全面的に更新するための典型的事例も整い始めている。

6=第二次教授書試案

更新の最大のポイントはメイン・クエッションとメイン・アンサーにある。「なぜ、アメリカは再

びイラクヘの武力攻撃を唱え始めたのか ?」 が今回のM.Q.である。対応するM.A.は「外交戦略は

その国の国益を守るためのものであり、自己中心性に満ちあふれている。例えば、プッシュ政権は

一国覇権主義的・孤立主義的世界戦略の下でイラク問題・中東問題・パレスチナ問題の解決を意図

するので、フセイン政権の打倒・崩壊をめざして武力攻撃を唱えている」となる。換言すれば、プッ

シュ政権の目的はもはや1997年～1998年当時のような大量破壊兵器の有無を査察し、もしも保有

していたならば廃棄させることに有るのではなく、フセイン政権そのものを打倒することに有る。戦

費や復興コスト等に関する試算も行われている。政権打倒後のいわゆる親米政権の中身は定かでは

ないが、打倒後には中東原油の安定的確保も可能になると考えているようである。

一般論として「戦後のアメリカはアメリカ的生活様式やアメリカ的民主主義の価値観を国外に普

及することに熱意をもち<文化外交>に力を注いできた、それが進んでアメリカ的民主主義の福音

を宣布しようとする姿勢が強まると<宣教外交>と いうことになる、さらに自国の政治 。社会体制

を絶対視し、その政治イデオロギーを他国に輸出し、教化しようということになると<革命外交>
の様相を帯びてくる」(細谷千博「外交」F世界大百科事典』平凡社、1988年)と言われている。02

年8月 15日 に出されたアメリカ国防報告はその延長線上のものと見なせよう。報告は「同時多発テ

ロとその後の対テロ戦を踏まえ、米国への奇襲攻撃も計画するテロ組織やテロ支援国家などによる

F21世紀の脅威』を想定」し「米国土防衛を重視して軍改革の必要性を提唱するとともに、状況次第

では米軍による先制攻撃も必要と強調」している。(朝 日新聞2002.8.17)

例えば、前進展開の強化、時には敵の根拠地から離れた所でも通常兵力で敵に攻撃を仕掛け、米

国の利益への脅威を抑止する、抑止が失敗した場合は敵を徹底的にせん減する、敵国の政権を取り

替えるか、あるいは米国の戦略目的を果たすまで占領する、等を国防政策の目標に掲げていること

からもうかがよう。(注 8)
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以上のことを知識の構造図に表現 してみよう。次いで第二次教授書試案を紹介 しよう。

「外交戦略 (外交政策)」 の構造図 (第二次教授書試案)

構 成 概 念 一 般 化 事 実 的 知 識

擁裏F緒具冒宅冒楚廊
に外交戦略を描き外交
を行 う。外交が行き詰

裏象と亮詈蒸#好発だ
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1997年 10月 のアメリカによるイラク攻撃提案
は、石油戦略上好ましくないので中国は
反対した。
1997年 10月 のアメ)力 によるイラク攻撃提案
は、武器輸出代金を回収するうえで好ま
しくないのでロシアとフランスは反対 した。
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界最大の油田地帯である中東・中央アデア
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に続いてイラク再攻撃提案をしている。
中国やロシア、ドインはアメリカの武力攻撃に反
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コ汀は石油戦路では対米協調路線を採用
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イラクは自国の外交への支持を増やすため
に、「石油輸出相手国選別の政治的基準」
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に対 してはアメ)力 の武力行使問題を意識的
にか

°
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求める戦略に出ている。
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ガッシュ大統領は 02年 9月 22日 、国家安
全保障戦略を発表 し、先制攻撃戦略を公
式戦略に採用すると表明した。
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<第二次教授書試案>
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生徒から引き出したい知識

°
響藝七Rザ百雪ち尋卿
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生徒から引き出したい知識

2彗

争盈F芸
劣数桑愁瑞寛督▼ビt零憮

力攻撃を唱え始め脚 ♂斜
武

3.秦
鶏焦霞奪θⅢ男RFど

のような

。「問題は状況だ」とはどういうこと?

。では、それらの検討を始めよう。

4.まず、中国の経済発展と石油事情は?

自由に予想す
る。

ⅥR②

②

パレスチナ問題
の解説。
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ご汚歯系な著亀矮嘉天老輩冒せ空写
いますか?
実際に輸入は始まつているの?

では、ロシアはイラク攻撃に賛成し
ているの?

7.フランスや ドイツ、イギノス、日本
とイラクとの関係は次の時間に調べ
よう。

1.フ ランス・ ドイン・イギジス 。日本
とイラクとの関係を調べましょう。

。まずはドインとイラクの関係は?

・前回、アメリカに賛成して軍を出し
たイギリスとイラクの関係は?

。前回、最初はアメリカに反対したフ
ランスとイラクの関係は?

織靭
。経済紳ル、回鰤　翻しだ。

仲
巨
る
ク
ド
債
　
経
通

わ帯
０″初勒
　統
朔

”オ残呻購郷　勁帥

<資料>

B瞭杢願霰書夕〒男鉾密頼哲秀藤そ怒矧罠稲翼撃揺・i身ち.1)

③ 「米は攻撃強行する」(朝 日新聞02.5.20)

④ 「唐外相が米牽制」(朝 日新聞02829)

§隧3多
ζ
ttS展を書33§鐸酢藷寄4養売鋼宵翻みΥ線新聞の

<ⅥK>
① NIIK「世界潮流 2側2 巨竜世界ヘー中国経済躍進の行方―」 (02.5.25)「 同一中国 石油メジャーの

② 儡 契賀慮亀 _対イラク包囲戦略の行方―」 (02.7.30)

②

　

③

・シュレーダー首相は党幹部会でイラク
攻撃阻止へあらゆる手立てを採ると言
つている。平和的解決を求めているの
であり、前回とは異なり、少なくとも
アメリカの提案には賛成していない。

・プレア政権はブッシュ政権と距離を置
き始めた。査察を提案している。

。一昨年の暮れにシェゾン元外相を団長

換を

'軽

摯ξる酵母母はごと霧子
纂鵡魏轟

・サレハ貿易相もイラク入りしている。
・シラク大統領は「一方的、予防的なあ

らゆる武力攻撃」に反対している。

・
亀§著宮畳豊露ξattg写曇星55員
した。

。NIIKワ シントン支局長は最近の日本
の外交に関する議論が低調だと嘆いて
いる。特に、アメリカの行動に対して

。ロシア等カスピ海沿海国からだ。

・米同時多発テロの後に、カスピ海産で
はなくてシベ ,ア産だけど、ロシアは

:与晉量塚ぞalε夕子拿ヒξ奪送z
している。

(第二時)

・そうですね。今回は単純に「アメリ
カのイラク攻撃に賛成」という国や
黙認の形で「容認」する国はほとん
ど無いですね。
では、日本はどうですか? 日本も
石油を海外に依存していますがイラ
クとの関係はどうですか?

生徒から引き出したい知識
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4.F;:次の資料にもとづいて確認し

・
音錦 号
。百来晏奔醤擦薯慧象歩は議論してい
る。

英紙ガーディア
の話として、米
クのフセイン
る攻撃の準備を

ょう。

‐こ、掴
”耕ゅ鋤なぜ、ァメ脚

国
も、米

板書 :一国覇権
主義的 。一国行
動主義的・孤立
主義的な世界戦
略

・アメリカの考える正義や平和を世界中

.爵香吾竜畠を宗|こ擾桑管詫条逢ぅので
はない力ち

・あくまでもアメリカの国益を守るため
に戦争という手段を用いようとしてい
るのではないか。

容認 した。・
乏F故欝恩笑量&甕箕黒尻磐褒奈旨品
系冒島だ瀑含号!ま

フセイン政権の打倒

。211t12年 5月 18日 1こイ
副大統領はカタールの
ルジャジーラのインタ



小山直樹 :社会科概念探求学習の発展 (4)

§ζ   筐日蜘蜘
<WlR>
①  NIIK「対決への道―対イラク包囲戦略の行方―」 (l12.7.30)

(第 四時)

1.今 日は、各国の世界戦略、特に外交
戦略について勉強しましょう。

2.「世界戦略」とは何でしょう?

「外交戦略」とは何でしょう?

「戦争」や「軍事力の行使」は何?

3.交
ギまそ芽多夕零姿奈警壇寛督広零

しょうか?

4.考え方の特徴は何ですか?

5.そのような考え方をするのはアメリ
カだけでしょうか?

・忌半ア?揮

'伊

み場懸忌Fス?タタ
の場合は?

6.昇
争折患界憂餞露囲蚕を絶寛ぞま蒸

イラク再攻撃を唱えるのでしょう?

・

きB替豊ヨ揖努色F鍵
恋厨憲星貝2曇

・外交戦略とは、実現の方法の中でも外
交、すなわち平和的な方法にもとづく
グランド・ス トラテジーのこと。

・対外政策の一部であるが、外交ではな
い。「外交断絶」の次の段階である。

板書 :一国覇権
主義的 ,一口行
動主義的 。孤立
主義的な世界戦
略
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生徒から引き出したい知識

・外交戦略が行き詰まっているからでは

.為品島良是劣。と脅カサことで、前回。「攻撃するぞ」と脅かすことで、前回

舟翫毒罰ξ亀登?1畠窪笑曇客劉詈言
そうと考えているのではないか。・
豪房糎策義藷を万房グ磁憲蓄ょひ≧壱
界に承認させようと考えているからで
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うのが一回行動主
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7,おわりに

本来ならば第一次、第二次教授書試案にもとづく実験授業を学習者を同一にして行う必要が有る。

しかし、世界情勢の変化は早い。そこで、公民的分野で一括 して授業化したい。例えば、東京書籍

の教科書「新 しい社会 公民」 (平成 13年検定済)を使用するクラスの場合は「国際社会と世界平

和」の投げ込み授業の形である。また、概念的知識の構造図をなお一層整備 して、イラク問題中心

の構造図から「世界各国の世界戦略・地域戦略」を扱う図へと移行させ、その試案の作成も行いた

い。イラク問題はここ数ヶ月以内に大きな動きも予想される。その都度、教授書試案の更新を行 う

ことも必要であるうが、イラク問題も一つの事例 とした「世界各国の世界戦略 。地域戦略」試案へ

と拡大、一般化することも視野に入れている。今後の課題としたい。

く注 >

1.拙稿「社会科概念探求学習の発展 (3涸 (『鳥取大学教育地域科学部紀要/教育 。人文科学』第4巻第2号

平成 15年 1月 )を参照いただきたい。

2.「石油」と「原油」の定義は以下の通りである。試案 。授業および本稿では厳密な区別をしないで適宜両
者を使用している。「原油」=地中から採取したばかりの油。「各種石油製品」=原油を精製して出来る。
例えば、力

｀
ソリン・軽油。ナフサからは各種誘導製品が生産される。「石油」=原油 。石油製品の総称。

3.政治学概念としては「外交政策」が一般的に使用されているが、本稿および教授書試案では「世界戦略
(国家戦略)」 に揃えて「外交戦略」の語を用いる。私見ではあるが、「外交戦略」の語は多くの分野、場
面で頻繁に用いられてはいるものの、政治学辞典などの項目には未だ見当たらない。本格的な定義は政
治学や国際関係論に委ねるが、現段階では次の枠組みを参考にしている。それは戸部良一氏他 5名 の共
著『失敗の本質一日本軍の組織論的研究』(中 公文庫、1998年)で提案されている「軍事組織の環境適応
の分析枠組」である。図を構成する7つの概念 (環境、戦略、資源、組織構造、管理システム、組織行
動、組織学習)の内の「環境」―「国家戦略」の系列下部に平和的手段による「外交戦略」を位置付け、
外交戦略が行き詰まり、放棄された場合に、たちどころにこの分析枠組全体が具体化されると考えられ
よう。なお、同書では日本企業の戦略に関しても言及し、加護野忠男氏他 3名の共著『日米企業の経営
比較』(日 本経済新聞社、1983年)の指摘 (「論理的・演繹的な米国企業の戦略」に対して「帰納的戦略」
を得意とする日本企業の強み)で締めくくっている。戸部書が軍事戦略以外にも適用可能であることを
示唆していよう。

管理ンステム
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'●環嶺罪悟ンステ▲

●教育ンステお

資  源
0人的資源
0技術
候与体緊、知識・機能)

o共
=さ

れた将勘緯式
(俎機文化〕

実線はフィー ド′fッ タ関係を示す

軍事組織の環境適応の分析枠組
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4.2002年 8月段階におけるアメリカのイラク再攻撃提案は、とりわけアメリカ政府内強硬派のそれはまさ

に国連決議無視の形で提案されている。この点が湾岸戦争時との大きな違いである。9月 に入リブッシュ

大統領は議会の承認を得る方向を模索し始めたが、それは合衆国憲法下での合意形成 (議会が宣戦布告

の権利を有する)である。国際社会の合意形成に向けては「武力査察」案が浮上している。朝日新聞

(02.9,11)に よれば、新たな国連安保理決議として現行の国連監視検証査察委員会や国際原子力機関の査

察チームに軍事力を持つ査察実施部隊を加えて、疑惑施設への立ち入りや破壊を強制的に実施しようと

いう案である。当然ながらイラクが呑めない条件での査察であり、イラクの条件不履行や拒否を31き 出

し、その上で武力行使に踏み切り、単独ないし一部同盟国によるイラク再攻撃を正当化させるのではな

いかとの読みもある。なお、02年 3月 26日 のチェイニー米副大統領発言は、フセイン政権打倒後のイラ

クが「資源」に恵まれていることや、米国の支援のもとでの再建にも言及している。これは石油戦略絡

みのイラク再攻撃論の表明である。

5。 アメリカのアナリストの一人は、政権首脳部による戦争提起は大統領中間選挙や議会中間選挙絡みだと

言う。与党や大統領への国民の支持率を上げるための手段として常套化しているということである。し

かし、それも一因ではあろうが、アメリカ「新帝国主義」派の単独行動主義的考え方は単なる選挙対策

上のものだけだとは思われない。毎日新聞 (02.。3.31)によれば「新帝国主義」を提唱したのはイギリス

首相外交顧問のロバート・クーパ ー氏である。同氏は「新帝国主義」とはテロ支援国家が国際社会の脅

威になった場合、民主的国家がテロ支援国家を軍事制圧し、その国民に民主主義や人権主義を啓蒙でき

るという考え方であると言う。また、土屋大洋国際大学グローバル・コミュニケーション・センター助

教授によれば (HotWired Japan 02.6.25)、 アメリカにおいても「新帝国主義」が登場しているとし

て、賛否数名の見解を紹介している。さらには、田中宇氏は「新保守主義派」(「新帝国主義派」)が「均

衡戦略 (バ ランス・オブ・パワー)か ら一強主義 。自国中心主義 (ユニラテラリズム)」 へと考え方を転

換し、外交自体を否定し始めたと言う。(「米イラク攻撃の謎を解く」MSNジ ャーナル、02.9.19)

6。 「視点の転換」に関しては拙稿「社会科概念探求学習の発展 (3)」 に紹介した「大石実践記録分析表」を

参照いただきたい。また、「源社会科学研究科としての社会科」とは「社会科概念探求学習」のことであ

り、その詳細は拙稿「社会科に社会科学の見方をどう活かすか―源社会科学研究科の場合―」(明治図書

『社会科教育』第383号 、1993年 )を参照いただきたい。

7.酒井氏は『イラクとアメリカ』(岩波新書 2002年 8月 )において、湾岸戦争から02年までの両国の関

係を「冷戦時の米ソニ極対立構造」の利用と捉え、「アメリカはカウボーイ型の『正義か悪か』の選択を

つきつけるが、フセインのやってきたこともまた、同じ『二極対立』構造をそのまま鏡に映したものに

すぎない」と言う。そして、「問題は「フセイン的なるもの』一大きな二つの力が対立しあうなかでしか

自己を表現していく方法がないという環境―をいかに乗り越えるかということこそが、将来の最大の課

題だろう」と指摘している。朝日新聞02年 9月 26日 の「天声人語」氏は、デッシュ大統領の言動をジョン・

ウェインが演じる西部劇映画の一場面に例えて、イラク=ネ ズミとアメリカ=ゾウの争いだと表現して

|ヽ る。

8,9月 22日 に至リブッシュ大統領は「国家安全保障戦略 (ブ ッシュ・ドクトリン)」 を発表し、先制攻撃戦

略を米国の公式戦略とする旨を表明し、国際社会の合意無しでも武力行使へと進む方向へ舵を切った。こ

れを起点に各国は外交活動を一段と活発化させている。ところで、国立教育政策研究所 。三井正浩氏は

全国社会科教育学会2002年度研究大会において「高校世界史における理論探求学習」を報告した。授業

モデルはアメリカ合衆国研究者の古矢旬氏の理論と社会経済学研究者の佐伯啓思氏の理論に依狸した「ア

メリカニズム」理論を探求させるものになっている。「アメリカニズム」理論は本稿の注で紹介した「新

帝国主義論」と関連する理論と言えよう。詳細な検討は今後の課題としたい。
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